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2006 年  04 月  01 日  

熊野の旅 今年もやります大花火大会 その又続き  

 もう一つ、熊野大花火に来られたときの注意を書きます。 
 8 月 17 日と言う時期は海水浴最後の時期にもなります。 
 せっかく熊野に来て美しい海が見え、『大泊海水浴場』『新鹿海水浴場』と二つも海

水浴場もあるし…せっかくだから泳いでゆこうよ…なんて 17 日には絶対に考えない

でください。午前中に熊野入りする人はまだ国道もスムーズに流れていますし、『ち

ょいと新鹿に回って泳いでから夕方海上に行けば良いや…』と、考えがちです。 
 これは考えが甘いです。 
 大泊から先、木本町を通過するまでは全く迂回路の無い片側一車線の国道 42 号線

一本しかありません。許容限度を越えると同時にものすごい停滞が生じます。大体、

交通規制の始まるお昼を境に地獄と化します。 

 
 今年は週の真ん中ですからまだましかと思いますが、夕方になると尾鷲からの

32Km ほどを 4 時間ほど掛かります。週末にぶつかると 6 時間以上になります。つ

まり、動かないと言うことです。 
 私の家はこの国道の前にあり、国道越しに花火を見物するので停滞が良く分かりま

す。終わってからの車のはけ具合も分かります。普通の年でスムーズに流れるのは午

前中と終わってからの午前 2 時以降ですね。 

 
 こんな状態なのに、たまに海水浴の魅力に負ける人がいます。 
 泳ぎたいなら 16 日か 18 日にしてください。この時期はもう海水浴のシーズンが

終わりかけてビーチは空っぽです。ギャルもガキもほとんどいません。好きなだけ泳

いで昼寝も出来ます。 

 
 ただし、八月も後半になってくると太平上には台風がいつもいます。外海に面した

熊野の海水浴場はこの余波を受けよいですから、遊泳禁止になることも多くなります。

禁止になっていなくても『格好良い波』が走るように出ている時は泳がないでくださ

い。波の高さより潮の流れの方が怖いです。本当にあれよあれよと言う間に流されて

磯の方に行ってしまいます。磯には絶対上陸できません。潮の流れに逆らって上流に

向かうにはクロールしかありません。全速のクロールで 1000ｍ分泳いで、進むのは

100ｍと心得てください。つまり、素人では助からないのです。監視員のいない海水

浴場ですから遊泳禁止が出るのも遅いですから… 
 台風の波の無い時は町や工場が無いだけに水質は最高です。くれぐれも花火当日に

変な気を起こさないでください。列車で行くのも賛成できません。新鹿駅や大泊駅で

列車が満員で乗れなかった例もありますからね。 



 
 JR 紀勢線『大泊駅』です。いまは桜の真っ盛りです。 

 熊野市駅から尾鷲に向かって一つ目の駅です。もちろん特急などは止まりません。 
 転轍機はありますが昔の名残です。今は働いていません。 

 カメラは ツァイス・イコフレックス 2A・テッサー75ｍｍ  
by je2luz | 2006-04-01 11:52 

 

 

2006 年  04 月  02 日  

熊野の旅 熊野の桜  

 日本全国桜の無い里はありません。 
 熊野地方にも桜は一杯植えられています。更に、この地方の山には山桜が点々と自

生しています。 
 山桜の開花時期は染井吉野に比べ少し遅いのでまだ開いてきていません。 
 山桜は園芸種の染井吉野に比べ花の色が少し白っぽいのと花の数が少なめである

こと、更に新芽が花と同時に動き出し花だけが咲きに咲く染井吉野に比べ派手さはあ

りません。 

 
 そもそも、染井吉野は江戸時代に江戸郊外の庭師が見つけ出した枝変わりの突然変

異が元だとか…一気に全国に広がって行ったとか言われていますね。 
 今日は市内神川町の桜祭りの日だと思います。あいにくの雨で人ではないでしょう

ね。 
 春先は雨が多いし、今年はことに多いので花見は曜日ではなく天候でやらなくては

ならないようです。 



 神川町は山間部にあり道中がいささか厳しいので元々人の出が少ないのです。同じ

時期に奈良県吉野郡下北山村池原でも桜祭りが行われここは国道１６９号線沿いで

道がそこそこ良いので人手は多いですね。 
 人出の多い所の好きな人はこうしたイベントのある桜祭り会場に出かけて一杯や

るようです。人出の嫌いな人はイベントが無くて桜のきれいなところで花見を楽しむ

ようです。 

 
 市内で桜がまとまってある場所はいくらでもあります。田舎ですからどこでも弁当

を広げる場所はありますね。 
 大泊駅・新鹿駅…無人駅で乗降客もほとんど無いのでゆったりむしろを広げられま

す。 
 水大師…山間で知る人ぞ知る桜の名所でのんびり出来ます。 
 各学校の校庭にも桜がありますが、さすがに近年は校庭での花見の宴は出来ません

ね。でも、休校・廃校の学校なら出来ます。 

 
 

 
 カメラはツァイス・イコフレックス 2A・テッサー75ｍｍ   by je2luz | 2006-04-02 12:12 



2006 年  04 月  03 日  

熊野の旅 熊野古道歩きと天気予報  

 最近はネットで調べればスポット予想でかなり狭い範囲の天気予報が出てきます。

普通のテレビの天気予報などは結構広い範囲を一括して予報を出します。 
 冬場など『どうせ表日本は晴れだろう』という時はあまり関係ないのですが今から

のように移動性低気圧や前線による天候の変化はこれでは当たらないことが多くな

ります。 
 紀伊半島は海からすぐに紀伊山地の山になり、複雑な地形になるので余計に難しく

なります。 
 ここ熊野市は三重県にあり三重県南部、若しくは三重県東紀州地区ということにな

りますが、三重県南部とは伊勢までの 100Km ほどの範囲になります。 
 隣の尾鷲市との間でも矢ノ川峠に連なる山々が大台ケ原の方から延びてきて海ま

で続きます。この山に当たって雨が降るので尾鷲が日本一と言われるくらいですから、

この山塊によって南と北では随分違いが出ます。それでもここは三重県ですから一緒

くたにされます。 

 
 三重県南部よりは和歌山県南部の方が予報は良く当たります。和歌山県南部との間

には取り立てて仕切りになるような山の壁は無いからです。 
 熊野古道でも馬越峠など尾鷲方面は尾鷲を中心とする三重県南部の予報を…大吹

峠や松本峠など南の峠を歩く時は和歌山県南部の予報の方が良いかも知れません。 
 全般にいえるのは海岸沿いの熊野古道より山間部の熊野古道のほうがはるかに雨

が多いと言うことです。『所により雨』と言うのはほとんどの場合山沿いのことです

から… 



 山歩きの常識ですから雨具だけは持ってきてください。たいそうな山道ではありま

せんがカッパ無しではきついです。傘で散歩できるのは松本峠だけだと思います。 

 
カメラはイコンタ 523/16・テッサー75ｍｍ   by je2luz | 2006-04-03 10:09 

 

 

 

 

 

2006 年  04 月  04 日  

熊野の旅 今年もやります大花火大会 特等席  

 最早、知人宅以外には泊まる場所は見つからず…車で来ると駐車場で苦労して散々

歩かされる… 
 それでも見たい…と思われる方には今年も特等席が用意されているようです。 
 一昨年頃から姿を見せている豪華客船を調べましたら、今年もくるようになってい

ます。 
 まず、先ごろ就航した豪華客船『飛鳥 II』です。 
 2006 年 ８月１４日(月) 横浜発 → ８月１８日(金) 横浜着 ４泊５日（船内４泊）

と言うスケジュールで『晩夏の古都と熊野大花火大会クルーズ』なるものが計画され

ています。詳しくは 

http://www.pts-cruise.jp/tour/asuka/kumano/?afs=CRUISE 
にありますが、さすがに豪華客船、184.000 円から 800.000 円だそうです。 
 次が 『パシフィックビーナス号』です。こちらは、８月１６日から２２日までの

スケジュールで、横浜発・・・熊野大花火大会見物・・・屋久島・・・横浜 と言う

夏休みコースです。詳しくは 

http://www.cruiseplanet.co.jp/jap/jp_ps_060816.htm 
にあります。260.000 から 960.000 円とやはり高額になっています。 
 前には飛鳥と富士の二隻が並んだこともあります。 
 熊野の海は駆け落ちが激しく。大型船も岸に近づけますから、花火の危険ラインと

されるところまでは入ってこられますからすぐそばで見られます。 
 鬼ヶ城大仕掛けと共に呼び物の『海上自爆』といわれる水面で尺玉や三尺の花火を

爆発させるものはすぐそばで見られるということです。浜に設置される仕掛け花火の

スポンサーの文字は裏文字になりますが、その他の花火には裏表はありませんし、鬼

ヶ城大仕掛けで会場に向かって打ち出す花火は船の方に向かうことになり別の面白

さがあるのではないかと思います。 
 いささか値段が高いですが、豪華客船で京都を見たあとでと熊野の花火を見るもよ

し、屋久島の自然と共に美しい花火を見るもよし・・・ 
 空きがあるかどうかの確認は直接、ツアーのホームページから探してください。  



 
カメラは http://www.geocities.jp/je2luz/ikon01-i.jpg ツァイス・イコ

ンタ B523/16              je2luz | 2006-04-04 10:03 

 

 

 

 

2006 年  04 月  05 日  

熊野の旅 熊野古道とマスコミ  

 「熊野古道」が世界遺産に指定される前後はお役所の働きかけもあるし、目新しさ

でマスコミも随分取り上げていましたね。 
 新聞も毎日のように故事来歴やイベント情報を載せていました。しかし、最近では

ネタも切れたのかほとんど出てこなくなりました。単発的なイベントもなくなってき

ましたしね。 
 単発的なお役所主導で千万ほどの金をかけて身内だけでやるようなイベントは無

い方がいいのですが、そもそものスタートで地元からの盛り上がりでなかったと言う

ことがネックになるようです。 
 『熊野古道』などという言葉は地元のほとんどの人が知らなかったものです。その

辺が日光街道や中仙道などと違うところでしょうね。和歌山県側の一部を除いて地元

の史跡保存の対象にもなっていなかったものです。急に脚光を浴びても地元の体制が

整わなかったのです。 
 マスコミが扱うことが急速に減った今からが熊野古道が地元に根付くかどうかの

試練の時でしょうね。 



 先日、大吹峠の入り口に車を止めていると、声をかけてきた地元の人も、『これ以

上いじらないで欲しい…』と、言っていました。熊野古道が土木の材料になることを

心配していました。 
 『歩きよく安全に…』などとおせっかいな発想で山道が改修されてしまう恐れもあ

ります。一部の観光客からはそんな要望もあるようです。 
 マスコミは尾鷲の林業家と行政のトラブルを結構大々的に扱っていましたが、熊野

古道の本当の姿や保全についてあまり書きませんね。 
 面白い記事にはなりそうにないし、その手の資料は郷土史研究かとか名乗る人から

は出てもお役所からは出ませんね。お役所の発想は古道便乗事業をいかに地元に導入

するかにありますからね。 
 写真は大吹峠の入り口の公園です。『立派』ですね。 

 
by je2luz | 2006-04-05 10:47 

 

 

 

 

 

 

2006 年  04 月  06 日  

熊野の旅 世界遺産とマスコミ 2  

 昨日は熊野古道とマスコミに触れましたが、今日はもっと広く世界遺産とマスコミ

について書きます。 
 私は元々、熊野古道が世界遺産にふさわしいのか疑問に思っています。そのスケー

ルとか歴史的価値とかすべてにおいて『世界』なのかということです。 
 人々の営みはアフリカで猿から人間に進化したと言われる瞬間から続いてきたは



ずです。自然はもっとはるかかなた『まだ地球が暖かかった頃…』から始まっていま

す。 
 文化遺産に限定すると『世界』が冠になるものはものすごいものだと思います。 
 まあ、そんな素朴な疑問以前に『絵』になりにくいものはマスコミ向きではないで

すね。 
 最近は日本放送協会や民間放送による、世界遺産紹介番組が結構流されますね。さ

ほどの能書き無しで『絵』によって見せていますね。 
 語り部があったのか無かったのか分からないような伝承をしゃべって初めて有り

難味が分かるようなものではないスケールのものが多いからでしょうね。 
 そうした取り組みの中では熊野熊野古道だけではなく日本の世界遺産の取り扱い

は少ないですね。後へ後へ申請の山を抱えていると言うのに… 
 新聞などで話題を探そうとしても週に一度も熊野古道関連の記事は出てきません。

もっとも、ここは三重県ですから地方版は『三重県版』になります。ニュースには和

歌山南部のことも入りますがやはり三重県版ですから和歌山側の話題は少ないです

ね。 
古道の中心は和歌山県にあるのでそうした話題が載らないので余計に少ないので

しょうが、最近ではほとんど何も載りませんね。おかげで、私もネタ切れが続きます。 
 こんな状態でテレビを見ると元々行ってみたかった場所の多い世界遺産へカメラ

を肩に出かけてみたくなります。これは私だけではなく皆さんも同じでしょうね。国

内旅行が高くて海外が安いですから、「熊野古道」を歩く予算でボロブドゥールに行

けるくらいですからね。 
 マスコミが暗示をかけない限りスケールと迫力では負けますね。おまけに見慣れた

日本の景色の中ですしね。マスコミが暗示を掛けると差ほどでもないラーメン屋に行

列が出来るのですからね。 

 

カメラはツァイス・シグナルネッター518/16        by je2luz | 2006-04-06 11:16 



2006 年  04 月  07 日  

熊野の旅 熊野の桜 水大師  

 日本国中どこへ行っても桜は一杯植わっています。日本人は本当に桜が大好きです。 
 日本では大きな木で華やかな花を咲かせる木はそんなに多くありません。百日紅な

ども多く植えられますが桜のように大木になるにはかなりの時間も掛かりますし、時

期的にも桜のように『春が来た！』と言う喜びに満ちた時期に咲くものでもありませ

ん。 
 ご他聞にも漏れず熊野にも桜は一杯あります。にぎやかに花見客がたくさん来ると

ころもあります。しかし、中には知る人ぞ知る、ほんの少数の人だけげ花見を楽しむ

場所もあります。 
 以前に取り上げた『水大師』のさくらがそのの一つです。 
 大馬神社（おおま）への道を途中で分かれて山の中に入ってゆきます。細い道路で

この先何があるのかなという感じですが、分岐点には熊野市が設置している観光道標

が立てられていますから安心できます。その道を行き止まりまで進むと、民間信仰の

『水大師』があります。謂れとなった湧き水も枯れかけたのか違う場所からホースで

引いてきています。 

 
 この水大師に信者の方たちが植えた桜があります。もとは畑であったらしい段々の

敷地に桜が少々込み合って植えられています。 
 広くは無いのですが、狭い谷あいのようなところにひっそりと咲く桜も良いもので

す。染井吉野の向こう側には山桜も立っています。こちらの方が古木のようです。 



 三月の末から四月の初めにかけて熊野古道に来られて大馬神社に回られた方はほ

んの少し足を伸ばして水大師にも行かれると良いと思います。ただ、徒歩ですと少し

時間が掛かりますね。ここから井戸町、木本町に抜ける本来の参詣道もあるのですが

… 
 カメラはコダック・メダリスト I     by je2luz | 2006-04-07 11:13 

 

 

 

 

2006 年  04 月  08 日  

熊野の旅 熊野の春 筍  

 そろそろ筍の季節です。 
 熊野も他のところ同様竹やぶが一杯あります。 
 昔は食料と共に日用品の材料として裏山に竹を植える家が多かったものです。用途

も違い筍の時期も違うので、太い孟宗竹と中くらいのハチクの両方を植える家もあり

ました。 
 春先は普通の筍…孟宗竹の筍のシーズンです。ハチクは藤の花が咲く春の終わりか

らです。 
 我が家にもこの海岸線と山間部の二箇所に竹やぶがあります。気候が全然違うので

筍の生え出す時期も一ヶ月ほど違います。昔はこの時間差が非常にありがたかったよ

うです。今では私が気が向いて出かけない限り筍が里まで降りてくることはありませ

ん。 
 今日は二年ぶりに『気が向いた』ので、竹やぶまで行ってみました。 
 今年は雨も多いし良い筍が出るだろう…そう思いながら山に入って…『こりゃ駄目

だ！』と思いました。 

 



『いのしし』が来ていました。おととし来た時は人間の手による盗掘でしたが、今回

はイノシシさんの盗掘です。これには勝てません。匂いで探して掘るやつですから地

面が盛り上がる前に見つけて根こそぎ食べつくします。 
 彼らが餌場にすると毎晩回ってきて食べますから人間様の取り分はなくなります。 
 海岸沿いの波田須、新鹿などというところは随分前から筍はイノシシの餌と化して

しまっています。猪垣を作って竹やぶを守らないと駄目なのです。 
 我が家のは木本町の裏山なのでずっとイノシシは来ていなかったのですが、とうと

う回って来始めたのですね。これで、イノシシが食べ飽きるまでは採れませんね。 
 それでも、せっかく来たのだから・・・と、イノシシの見落としを探して回り、小

さいのを二本見つけました。本当に小さいのですが無いよりましです。 
 イノシシが見ていたら、『そんなはず無い！俺様が見落として人間ごときに見つけ

られるとは…』と、地団太を踏んで悔しがるか、『イノシシをやめようかなあ…』と

自信を無くすかもしれません。 
  by je2luz | 2006-04-08 10:34  

 

 

 

 

 

 

2006 年  04 月  09 日  

熊野の旅 熊野路の春と写真  

 昨日は黄砂に覆われて七里御浜の先が見えない状態でした。今日も残っているよう

な感じです。 
 春になると毎年起きる現象ですね。これがアレルギー物質だったら大変でしょうね。

もっとも、中共時代の原爆実験の灰は大丈夫なのでしょうかね。 
 春はこのほかにも水蒸気による霞が発生します。更に、この海岸線では『霞』なん

てものをはるかに越えた水蒸気が目の前の太平洋からたなびいて上がってきます。こ

れは薄い層になって海から陸の方に流れてきます。 
黄砂と違い真上を見上げると真っ青に晴れています。それでも、七里御浜の先は見

えません。悪いことにこのたなびいてくる蒸気には塩分が含まれて居ます。浜に長く

座っていると「にがり」で体がべっとりしてくる時もあります。水が蒸発する時は「真

水」になるとか言いますが、明らかに塩分があり私の家のように海に面して立ってい

るとガラスや壁が塩だらけになります。ガラスは曇り、指でなぜてなめると塩っ辛い

のです。 
 この春先の光景は目にはすごく感じの良いものですか、写真の方では非常に困った

ものです。目で少しかすんでいると言うことは写真にするとものすごくかすむと言う

ことです。写真は中々墨絵のような霞み方をしてくれません。遠景は消え去るのみで

す。 

 
 ヘイズカットなどと言うフィルターが出ていますが、これは目に見えない程度の



霞らしきものを軽減させるもので本当の霞などには役に立ちません。偏向フィルター

も気休めに過ぎません。 
 こんな日に旅行をしている自分は運が悪いのだと思ってください。写真は近くのも

のにして遠くは目で見てください。 
 これをもっと解決できるのは『赤外フィルム』だけです。コニカがフィルムの製造

をやめてもはやコダックのものしかありません。コダックのものはかなり高いのと、

赤外フィルムの有効期限は短いので普通のカメラ屋には無いことが多いです。それに、

黄砂は土ぼこりですからもやのようには抜けてくれません。 

 
 春、3・4・5 月あたりのお昼はこの霞で写真が取れないことも再三ありますね。

ひどい時は目ではそんなに感じなくても 30ｍくらいしか離れていないものが写真に

するとかすみかけていることがあります。写真は目よりも敏感です。 
 それと、海から霞？蒸気？が上がってきているところでカメラを使ったら後できち

んと拭いて置いてください。塩漬けのカメラはおいしくないです。 
 JR 大泊駅の桜の古木です。古木の幹にちょこんとこうした花の塊が咲きます。 
 荒々しい木の肌と繊細な花の対比が好きです。 
 桜の季節ならここで下車してのんびりするのもいいと思います。ただし、飲み物食

べ物すべて用意して降りてください。お店はもちろん自販機もありませんから… 

 
 

 カメラはツァイス・イコンタ 521/2  

熊野三山と熊野の地図へ   ←←←←をクリックすると案内図が開きます。 
by je2luz | 2006-04-09 10:42 



2006 年  04 月  10 日  

熊野の旅 熊野路、初夏の味 1 生節  

 少々気が早いですが、初夏の話です。 
 昔、熊野では初夏になると出回ってくるものがありました。 
 それは『生節』です。今では真空パックしたものが年中出回っていますが、昔は初

夏が出盛りのときでそれ以外のシーズンはあまりなかったものです。 
 『生節』とは未完成の鰹節と言ったものです。鰹節は加熱したカツオを燻製にして

発酵、干し上げたものですね。出来上がると、半透明になり木の様に硬くなるもので

す。硬いから包丁で削ることは不可能です。そのため、鰹節を削るために鉋（かんな）

をひっくり返して箱の上に載せた『鰹節削り』と言う道具を発明し、ほとんどの家庭

にはあったものです。 
 『生節』は加熱しただけでやわらかいままで売る物と、ほんの少し薫蒸して乾かし

たものがあります。 
 柔らかいものは包丁無しでバラバラとほぐせます。ほぐしたものに酢醤油などをか

けてそのまま食べたり、ご飯に入れて炊き込みご飯の具にしたり、大根ナマスに入れ

たりしました。この『浜茹で』とか『朝茹で』と言われるものは、新鮮な獲れたての

カツオを使ってその日のうちに売ります。 
火を通したとはいえ、塩もしない茹で上げ物ですから全く日持ちはしません。冷蔵

庫の無かった時代では、生より日持ちする…と、言う程度でした。 
食べ残したものはコンロで焙って保存しました。しかし、この柔らかい生節はこ

うした産地でしか食べられない味覚でした。今でもシーズンになると魚屋やスーパー

に出回ります。 

 
 もう一つはまさに未完成の鰹節状のもので、今ではこれが主流になっています。

これは真空パックされるようになり、年中出回っていますね。都会でも買えるようで

す。どうしても見当たらない時は『ペットフード』のところにあるようです。パッケ

ージが変わって、小さくなっていますが中身は同じはずです。ただ、小さいカツオで

作ったものはおいしくないはずですが・・・ 
 この生節は柔らかいのは同じような食べ方になりますが包丁がいるほど硬いもの

もあります。手でつぶして割れるようなら包丁を使わない方がおいしく食べられます。 
 鰹節と同じななのですが、干し上げていないためアミノ酸の含有量は少ないそうで

す。炊き込みご飯の具にするとおいしいだしは出ます。 
 こちらのものは真空パックをあけなければ長くもちますからお土産にも向きます。

地方発送で取り寄せも出来るものです。ぜひご賞味あれ… 
 東京の物産展で、『あら、ネコちゃんの生節があるわ！』といわれて、『人間用です

よ』と説明したら『人間も食べられるの？』といわれましたが…安いものではないの

ですがねえ… 
 市内磯崎町などがこれの産地です。 



 
 
 こうした漁船で七里御浜沿いをトローリングして釣ったカツオで作っていたので

す。『ケンケン』と言う漁法です。左右に二本の竿をだしてトローリングするもので、

大きな漁獲は望めません。 by je2luz | 2006-04-10 09:55  

 

 

 

 

2006 年  04 月  11 日  

熊野の旅 熊野路、初夏の味 2 しらす  

 これは春の味になるのでしょうかね。 
 『シラス』が一杯出回っています。 
 この辺りで『シラス』と言うと、イワシの子供をゆでたものの他に、うなぎの子供

があります。これは食べるのではなく養殖うなぎの稚魚として売るものです。この漁

は春先の寒い時期に始まります。夜中に懐中電灯を頭につけて大きな網ですくうので

す。場所は熊野灘に注ぐ川の河口です。川に上ろうとして集まってきたシラスうなぎ

をすくい採る漁です。漁獲量も減り、あまりうまみの無い漁業ですが、漁師さんの夜

のアルバイトのようです。 

 
 食べる方の『シラス』はイワシの子供だそうで、細かい『蚊帳』のような網で上げ

るようです。 
 揚げたばかりの生のものは半透明の灰色がかったもので、まだ子供なのでグニュグ

ニュしたようなものです。当然、生のままでも食べられます。酢醤油で流し込むよう

にして食べます。おいしいといえばおいしい、味が無いと言えば味が無い…珍味とは

そんなものです。 

 
 釜茹でしたシラスはご存知のように真っ白なきれいな姿になります。 



 最近は保冷施設が整っていますからこの『釜茹でシラス』がどこででも手に入るよ

うになりましたね。昔は少し干して、塩加減ももう少し濃い目のものが多かったので

すがね。 
 干すと段々グレイになってきてしまいますから、きれいな色の半生の『しらす干』

で流通させているようですね。 
 シラスも良く見ると色んなものが混じっています。本家本元の『イワシの子』がほ

とんどですが、『たこ』『いか』『えび？』『？？？』じつに色々混じっている時があり

ます。 
 大きくなれば人間のように毒のあるものもあるわけですが、小さいのうちには毒の

ある魚も居ないのでしょうね。 

 
 子供の頃にはこの混じったのを探すのが楽しみでした。まさに『雑魚』の状態でし

たからね。 
 高級なシラスにはこの混じり物が少ないですが、これってシラス以外の雑魚を取り

除くのでしょうね。それとも、一杯混じったのが水揚げされると安いものしか作れな

いのでしょうか？機会があれば漁師に聞いて見たいと思います。 

 

  by je2luz | 2006-04-11 11:26 

 

 

2006 年  04 月  12 日  

熊野の旅 熊野路、初夏の味 3 鮎  

 熊野の川にも昔は天然の鮎がたくさん居ました。 
 全国でも有数の清流『大又川』には本流熊野川から遡上した物がいたのです。 
 昭和３０年代に次々と作られたダムにより熊野川水系は河口の新宮から北山川、十

津川の二本の支流ともに最下流のダムのところまでしか鮎、うなぎの遡上が出来なく

なってしまいました。いまでもそこまでの川には天然のうなぎや鮎がたくさん居ます。 

 
 ダムの建設と共にダムの補償で稚鮎とうなぎの放流が開始されました。その放流は



今も続けられていて、桜の咲く頃に琵琶湖などから稚鮎が運ばれてきて大又川各所に

放されます。この放流鮎も稚鮎から清流、急流の中で育ちますからおいしい鮎に育ち

ます。ただ、昔のように新宮の河口から延々と川をさかのぼってきて大又川まで上っ

てきたものとは運動量も違い大きさも小ぶりになります。 

 
 ６月の解禁と共に大又川には釣り人の姿が見られるようになります。よそからの入

り込みの釣り客も結構居ます。 
 紀伊半島でも少し前に大台ケ原の山裾、川上村に大迫ダムが出来て鮎つりのメッカ

が一つ減りました。ダムが出来るとその下流に残された部分も水質が悪くなって鮎の

成育に悪い影響が出るものです。 
 熊野市は今度の合併で紀和町が市内になりましたから、天然の鮎の釣れる北山川下

流部分も市内と言う事です。そちらは大河です。流されると大変と言うくらいの大き

な川ですが釣れれば天然物ですね。 
 大又川の鮎つりも遊漁がばかりなので中々大又川の準天然鮎が口に入ることはあ

りません。漁業者がいないのですから仕方ないですね。大又川漁業協同組合なんて立

派な団体があるのですが…設立は補償目当てで古くダム建設のときです。 

 
  by je2luz | 2006-04-12 11:25  



2006 年  04 月  13 日  

熊野の旅 熊野の郷土史は・・・  

 最近配られてきた熊野古道と木本町に関する観光パンフレットを見て改めて思っ

たのですが、この辺りには元々面白そうな伝承も郷土史もあまり無いようなのですが、

その少ない中でのひとつに、『鬼ヶ城』にまつわる伝承があります。 
 例によって全国にある『坂上田村麻呂による鬼退治』の話です。 
 地元のパンフレットでは町内の笛吹橋という橋の名の由来のところに・・・ 

 
 約千年前、鬼ヶ城に多蛾丸（たがまる）と言う悪党の大将がいました。命令を受け

た征夷大将軍坂上田村麻呂がその大将を退治して、部下と共に笛を吹きながらこの橋

を渡ったいわれから、『笛吹橋』の名が付きました。 

 
 と、あります。（余談ですがこの橋のたもとが木本町一番地になっています。） 
 これに出てくる『悪党』は昔の言葉で「野武士」「海賊」「山賊」「夜盗」はもちろ

ん地方に乱立する豪族までを含め大和朝廷と時の政権に逆らう集団を指した言葉を

そのまま使っているものだと思いますが、ここはその『悪党、多蛾丸』の本拠地です。

一般人向けのパンフレットで悪党を括弧書きするでもなし、注釈をつけるでもなしで

書けば『悪人』と同列に見えてしまうでしょう。 
 古い歴史は日本書紀、大鏡などでも朝廷による官製のものです。中央から見た歴史

観は今の時代以上に地方の立場との差が大きかったはずです。 
 熊野市だけではなく日本全国のパンフレットの類で共通するのはこうした中央の

歴史観に基づく記述がそのまま郷土の歴史として、何の疑いも無く書かれていること

が多いですね。 

 



 
 郷土史を郷土の民衆の目で見て書いたら如何なのでしょうね。 
 『多蛾丸』さんははたして悪い親方だったのでしょうか？こんな平地が少なく都か

らも遠い辺地で漁業をしながらたまに通る船からミカジメ料を巻き上げて皆を食べ

させてくれる、強くて頼もしい親方様だったと思うのですが… 
 その親方様を征夷大将軍だとか名乗る一群がやってきて殺してしまい、美しい娘

（いたかどうか分かりませんが）は自分たちのものにして…木本の衆にしてみれば面

白かったはずは無いのです。 
 ああ、それなのにそれなのに… 
 平和な国民性でしょうかね。おかげで日本は平和なのですが…良い意味でも悪い意

味でも… 
 そういう視点で郷土史を書き直したら国がばらばらになるかもしれませんね。 

 
 『多蛾丸親方』の根城だったと言われる『鬼ヶ城』です。台風の時にはここまで波

が来ますから住んだと言うことは無いでしょうね。この上の山は見張り場所にしたの

は間違いないでしょうが… 
カメラは  バルダ・バルディックス/エナゴン 75ｍｍ  

by je2luz | 2006-04-13 11:04  

 

 

 

2006 年  04 月  14 日  

熊野の旅 世界遺産に指定はされたけれど・・・  

 私の家は国道４２号線沿線で木本町の中心部にあります。目の前が七里御浜で熊野

古道歩きの人の半分以上が歩くところです。もちろん、熊野に来る車は全部通ります。 
 こうした立地条件なので人口も通行量も少ない熊野市ですが、ファーストフード、

テイクアウトの店が固まっていました。 
 『かまどや』『モスバーガー』『アオキーズピザ』の三軒が並び。お弁当、ハンバー

ガー、ピザとお好みのお弁当が 30ｍ以内で買えると言う観光客にとってはありがた

い場所でした。 
 『かまどや』は長年やっていた前のオーナーが老齢化して一旦閉店していたのです

が、近年復活したものでした。『モスバーガー』ももう１０年を越す営業です。『アオ

キーズピザ』は昨年のオープンでした。 
 こうした店は市内には他にはありません。少し離れてコンビニが国道沿いにあるだ

けです。 
 熊野古道が世界遺産に指定され役所が言うように入り込み客が増加すれば食堂も

あまり無い熊野市ですからこうしたテイクアウトの店も需要が増えるはずだったの

です。ああそれなのにそれなのに・・・『アオキーズピザ』は半年ももたずにすでに

閉店、『かまどや』は再開後でも数年はやっていたのに今月で閉店だそうです。コン

ビニ弁当との競合で少ないパイを取りっこして負けたようです。残るは『モスバーガ

ー』だけです。しかし、こうしたものは飲み屋同様並んでいた方が目に留まりよく商



売がしよいものです。一軒だけ残ったら成績は落ちるでしょうね。 
 前にも書いたように、数少ない宿泊施設の『熊野簡易保険保養センター』いわゆる

『簡保センター』も閉鎖への秒読みが始まるとか… 
 それなのに関連事業の公共事業だけは千万単位で続行されています。数億なんての

も立案されています。 
 お役人のための世界遺産指定なのですね。およそ熊野古道とは関係ない施設や熊野

古道を壊すような事業が一杯ですね。 
 もはや込み合うこともありませんし、今ならお役所に目茶目茶にされていない所も

ありますから、早くおいでください。もっとも、立派な施設や整備された公園が好き

な人はしばらくお待ちください。あなた方の税金でどんどん作ってくれますからね。 

 

 我が家のすぐとなり、ファーストのメッカ…あと少しでハンバーグしか買えなくな

ります。 
 観光シーズンだというのに熊野古道歩きのハイカーはめっきり減りましたね。 
 向こうに見える山の低いところが『松本峠』、その山が海に落ち込むところが『鬼

ヶ城』背中方向に５００m 戻ると『獅子岩』そして『花の窟』です。ここは浜街道の

入り口なのです。    by je2luz | 2006-04-14 10:14  

 

 

 

 

2006 年  04 月  15 日  

熊野の旅 取材雑感 撮影機材  

 この熊野古道についての記事を書き始める前からクラシックカメラと言われるカ

メラを使ってこの周辺の写真を撮っていました。写真を撮る目的はクラシックカメラ

のテストが主でした。 
 この記事を書き始めてテーマにあった写真がある場合はなるべく古いカメラの写

真を使ってきました。そんなときは写真の下にカメラの解説へのリンクを貼って来て

います。 



 紀州路の案内をするにはもう少し範囲を広げないと…と思い、串本まで足を伸ばす

つもりで暖かくなるのを待っていました。そして、暖かくなりました。 
 動けません。まともな晴天が見込めません。今回予定している撮影ポイントは、新

宮・三輪崎・佐野・宇久井・那智・天満・勝浦・湯川・太地・・・・・と電車区間並

みに間の狭い紀勢西線の駅の写真です。新宮ー串本 50Km ほどかと思います。それ

なのに駅の数は十個以上です。駅舎は建て直されたりしていますが、古い無人駅ばか

りです。 
 こんな駅は白黒写真が似合うと思っています。紀勢東線側の時も天候が悪かったの

ですが、今回は晴天の時に回りたいと思います。 
 動員するカメラは最近手元に来たものを中心にクラシックカメラたちが主役にな

ります。１９３８年ごろのものが二台ほど動員されます。このカメラが現役だった頃

は紀勢西線には蒸気機関車に引っ張られた小さな窓の黒っぽい客車が走っていたの

です。 
 あと一週間ほどはこうした撮影にも行けないとの予報です。早く天気が固まってネ

タを一杯拾って来たいものです。 

 

 これらのカメラは典型的なクラシックカメラです。左のコダック・メダリストを除

いて全部蛇腹式スプリングカメラです。ネガサイズはブローニー６＊９ｃｍと言うも

のです。写真屋さんが出張で記念写真を撮る大きさです。年代は古いものは１９３８

年位、新しいもので１９５０年くらいです。 
 これらにプラスするのが 35ｍｍのこれまたクラシックカメラ達ですね。

  
 こんなものをバッグに詰め込んで三脚を担いで…と言っても車から下ろした場所

が撮影場所ですが…回ってきます。しばらくお待ちください。ついでに沿線で拾って

くるネタがあれば拾ってきます。 
カメラについては  カメラリスト  にまとめてあります。  

      by je2luz | 2006-04-15 11:31 

 


